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らいこう おおえ やま おにたい じ のち 

頼 光が 大 江山の 鬼 を 退治して から、 これ は その後の 

お 話 です。 

きょうと らしょうもん まいばん おに 

こんど は 京都の 羅生門に 毎晚 鬼が 出る というう わさ 

が 立ちました。 なんでも 通りかかる もの をつ かまえて 

は 食べ ると いう 評判 でした。 

はる あめ ふ ばん ひらいの ほうしょう 

春の 雨の しとしと 降る 晚の ことでした。 平 井保昌 

てんのう らいこう やしき あ つ さけ の 

と 四天王が 頼 光のお 屋敷に 集まって、 お 酒 を 飲んで い 

ました。 みんな いろいろ おもしろい 話 をして いるう 

ほうしょ う 

ちに、 ふと 屎昌 が、 



さ だみ つ とき わら 

貞光 は、 その 時 あざ笑いながら、 

「おい、 ただ 行った つて、 何 かしょう こがなければ わ 

からない ぞご 

といい ました。 綱 は、 

らしよ うもん まえ た 

「じゃあ、 これ を 羅生門の 前に 立てて くる ご 

ぢぉ た.？ だ いか うま の 

といって、 大きな 高札 を 抱えて、 馬に 乗って 出かけ 

ました。 

ま くら あめ つなら しょうもん まえ き 

真っ暗な 中 を 雨に ぬれながら、 綱 は 羅生門の 前に 来 

もん まえ もど 

ました。 そして 門の 前 を 行ったり 戻ったり、 しばらく 

あいだお に ま 

の 間 鬼の 出て くるの を 待って いました。 けれどい つ 

おに き 

までた つても、 鬼ら しい もの は 出て 来ませんでした。 



の 鞍の 上に 落ちた ように 思いました。 おやと 思って、 

綱が そ つ とふ リ向 くと、 なんだか ざらざらした 堅い も 

のが 顔に さわりました。 それと いっしょに いきな リ後 

ろから 襟首 をつ とっか まれました。 

「とうとう 出た ご 

つな おも -スリ くび お おこ 一つで 

綱 はこう 思って、 襟首 を 押さえられた まま 鬼の 腕 を 

つかまえて、 

らしよ-つもん おに 

「ふん、 きさまが 羅生門の 鬼 かご 

と いいました。 

あたごやま いばらぎ どうじ まいばん 

「うん、 おれ は 愛宕山の 茨木 童子 だ。 毎晚 ここへ 出て 

人 をと るの だ ご 



つな ち い とき はは わか ははおや か 

「綱 は 小さい 時 母に 別れた ので、 母親の 代わりに わた 

しが あの 子 を 育てて やった のです。 それが 今 はえら い 

さむらい えんぽう き 

侍 になった といって、 せっかく 遠方から たずねて 来 

あ とし 

て も 会って はくれ ない。 このごろ はめつき り 年 をと つ 

て、 こんど また 会おうと いっても、 それまで 生きて い 

られ るかお ぼっかない。 ああ、 ざんねんな こと だ ご 

といいながら、 とぼとぼ 帰って 行こうと しました。 

つなおく き 

綱 は 奥で おばさん のい うこと をす つかり 聞いて いま 

き きどく 

した。 聞いて いるう ちに 気の毒に なって、 どうしても 

もん あ き 

門 を 開けて やらずに はいられな いような 気がしました _ 

それで 自分が 出て 行って、 門 を 開けて やって、 



「よくいら つし や いました ご 

といって、 奥へ 通しました。 

はい き ひさ ぶ 

おばさん は うれしそうに 入って 来て、 久し振りの あ 

いさつが すむ と、 

もん 

「さっき、 ものいみで 門 を あけない といった が、 あれ 

はどうい うわけ なの だね ご 

と 聞きました。 

綱 は 鬼の こと をく わしく^し ました。 おばさん はだ 

の だ き 

ん だん ひざ を 乗り出しながら 聞いて いました が、 

ふ し ぎ 

「まあ、 不思議な こと も ある ものだね。 だが わたしの 

育てた 子が そんなえ らい 手柄 をした かと 思う と、 わた 



と、 しおれ 返って いいました。 

ようす つな おにう で だ 

その 様子 をみ ると、 綱 はまた どうしても 鬼の 腕 を 出 

み き 

して 見せなければ ならない ような 気にな つ て、 

「ではせ つかく だから、 ちょっとお 目に かけ ましよ 

うご 

はこ まえ も だ 

といって、 箱 をおば さんの 前に 持ち出して、 ふた を 

あけました。 

「どれ、 どれ。」 

とおば さん はいって、 つと そばに よりました。 そし 

てし ばらく じ つ と i 相の 中 を のぞき 込みながら、 

「まあ、 これが 鬼の 腕 かいご 
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